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鹿児島大　　　　　　　　　　せよ。　　　　　　　円に接することを証明

のを中心とし半径がに関係なく常に点は、点で求めた直線

よ。に関する方程式を求めの直交座標とする。直線な直線を

を結ぶ直線に垂直と極を通り、点θ上の点で求めた曲線

求めよ。

の極方程式をの軌跡上を動くときの点がをとる。点るように点

となの側の延長上にの点を結ぶ直線と極上の点　曲線

正の定数である。

はとする。ただし、で与えられる曲線を
π
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θ極方程式
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